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平
成
２０
年
松
本
広
域
連
合
議
会
２
月
定
例

会
は
、
去
る
２
月
１４
日
に
松
本
市
役
所
大
会

議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
菅
谷
広
域
連
合
長
か

ら
議
案
５
件
の
上
程
、
提
案
説
明
後
に
、

一
般
質
問
及
び
議
案
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
で
の
審
査
後
、
本
会
議
に
お
い

て
、い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
が
２
件
上
程
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
１９
年
松
本
広
域
連
合
議
会
１１
月
定
例

会
は
、
平
成
１９
年
１１
月
８
日
に
松
本
市
役
所

大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
新
た
に
安

曇
野
市
か
ら
選
出
さ
れ
た
議
員
５
名
の
議
席

指
定
、
副
議
長
の
選
挙
及
び
常
任
委
員
・
議

会
運
営
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
菅
谷
広
域
連
合
長
か
ら
議
案
３
件

の
上
程
、
提
案
説
明
が
あ
り
、
一
般
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
で
議
案
が
審
査
さ
れ
た
後
、

本
会
議
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
、
認
定
及
び
同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
１９
年
１０
月
１１
日
で
１
名
の
公
平
委
員

会
委
員
が
辞
職
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
次
の

１
名
を
選
任
し
ま
し
た
。

赤
羽
　
敬
一
　
氏
（
松
本
市
）

任
期
は
平
成
１９
年
１１
月
９
日
か
ら
平
成
２３

年
３
月
２３
日
ま
で
で
す
。

平
成
２０
年
松
本
広
域
連
合
議
会

2
月
定
例
会

平
成
19
年
松
本
広
域
連
合
議
会

11
月
定
例
会

◆
提
出
案
件

●
松
本
広
域
連
合
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
並
び
に
旅
費

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
平
成
１９
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

●
平
成
１９
年
度
松
本
広
域
連
合
ふ
る
さ
と
市
町

村
圏
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

●
平
成
２０
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
予
算

●
平
成
２０
年
度
松
本
広
域
連
合
ふ
る
さ
と
市
町

村
圏
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
議
員
提
出
案
件

●
松
本
広
域
連
合
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●
道
路
特
定
財
源
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書

●
平
成
20
年
度
松
本
広
域
連
合

当
初
予
算
の
概
要

◆
提
出
案
件

●
平
成
１９
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

●
平
成
１８
年
度
松
本
広
域
連
合
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

●
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

一般会計当初予算ふるさと市町村圏事業
特別会計当初予算

●2

予算総額 
４,５８５,３６０ 
（千円） 

予算総額 
１６,７１０ 
（千円） 

分担金及び負担金 
４,００７,８１０千円（８７.４％） 

財産収入 
１１，４３０千円（６８.４％） 

広域的観光事業費 
７，８８０千円 
（４７.２％） 

消防費 
４,３２１,７４０千円（９４．２％） 

繰越金 
４，９６０千円（２９.７％） 

広域活動事務費 
２,９４０千円 
（１７．５％） 

広

域
活 動 事 業

費

　
　

財産収入 
４，９２０千円（０．１％） 

議会費 
２，４４０千円 
（０．１％） 

予備費 
２７,４６０千円（０.６％） 

総務費 
６４，９００千円 
（１.４％） 

公債費 
６７，８３０千円（１．５％） 

民生費 
１００,９９０千円 
（２.２％） 

使用料及び手数料 
５，７２０千円（０．１％） 

諸収入 
３２０千円 
（１.９％） 

予備費 
１，２３０千円 
（７.４％） 

広域的健康づくり・ 
スポーツ振興事業費 
１００千円（０．６％） 

広域的文化事業費 
１,１００千円（６.６％） 

広域的地場産業振興事業費 
３，４６０千円（２０.７％） 

国庫支出金 
２４，５６０千円（０.５％） 

諸収入 
５８，４８０千円（１．３％） 

繰越金 
９９，２７０千円（２.２％） 

繰入金 
１６０，０００千円（３.５％） 

広域連合債 
２２４,６００千円（４.９％） 

歳入  

歳出  

歳入  

歳出  

松
本
広
域
連
合
議
会
報
告

松
本
広
域
連
合
議
会
報
告

◎
平
成
20
年
2
月
定
例
会

◎
平
成
19
年
11
月
定
例
会

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て



平
成
１８
年
度
の
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計

決
算
は
、
歳
入
が
4
6
億
8
6
9
万
7
千
9
9

6
円
（
前
年
度
対
比
8
・
17
％
増
）、
歳
出
が

4
5
億
6
0
9
万
3
千
9
5
円
（
前
年
度
対
比

8
・
03
％
増
）
で
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引

い
た
形
式
収
支
は
、
1
億
2
6
0
万
4
千
9
0

1
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
関
係
市
町
村
か
ら

の
負
担
金
が
4
0
億
4
千
6
3
4
万
5
千
1
8

5
円
で
全
体
の
87
・
80
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
消
防
費
が
4
2
億
6
千
3
1
8

万
9
千
1
0
円
で
全
体
の
94
・
61
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

平
成
１８
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、
芳
川

消
防
署
庁
舎
移
転
改
築
工
事
と
山
辺
出
張
所

の
庁
舎
耐
震
等
大
規
模
改
修
工
事
が
あ
り
、

消
防
車
両
に
つ
い
て
は
、
山
辺
出
張
所
及
び

麻
績
消
防
署
の
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

を
更
新
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
事
業
と
し
て
、
障
害
程
度

区
分
認
定
審
査
会
の
運
営
業
務
が
始
ま
り
ま

し
た
。

な
お
、
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業
特
別
会

計
の
決
算
は
、
歳
入
が
9
5
3
万
4
千
4
3
円

（
前
年
度
対
比
48
・
33
％
減
）、
歳
出
が
7
0
1

万
7
千
3
4
6
円
（
前
年
度
対
比
59
・
86
％
減
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
平
成
18
年
度
松
本
広
域
連
合

決
算
の
概
要

●
平
成
18
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
状
況

松
本
広
域
連
合
で
は
、
圏
域
の
９
市
町
村
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、

介
護
認
定
審
査
会
及
び
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
平
で
公
正
な
審
査
判
定
を
行
う
た
め
、
関
係
市
町
村
と
連
携
・
協

力
を
密
に
し
な
が
ら
、
適
正
な
審
査
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

平
成
１９
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
２０
年
１
月
３１
日
ま
で
の
各
審
査
判
定

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
詳
し
く
は
、
住
所
を
有
す
る
市
町
村
の
福
祉
担
当
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ.
今
ま
で
要
介
護
３
だ
っ
た
の
に
、
今
回

要
介
護
２
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
？

Ａ.
要
介
護
度
の
上
が
り
下
が
り
に
つ
い

て
は
、そ
の
方
の
状
態
の
改
善
と
悪
化
、

特
記
事
項（
市
町
村
に
よ
る
調
査
書

等
）、
主
治
医
意
見
書
な
ど
を
総
合
的

に
見
て
判
断
さ
れ
ま
す
。

様
々
な
側
面
か
ら
検
討
さ
れ
る
た
め
、

本
人
や
家
族
の
感
じ
る
も
の
と
は
一
致

し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
や
一
次

判
定
ソ
フ
ト
の
見
直
し
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
、
要
介
護
認
定
基
準
そ
の
も
の

●3

歳入合計 
９,５３４ 
（千円） 

歳出合計 
７,０１７ 
（千円） 

諸収入 
２５千円（０.２６％） 

一般事務費 
１６６千円（２.３７％） 

アルプスの風ツアー 
推進事業費 
１,５００千円 
（２１.３８％） 

財産収入 
８,２２２千円 
（８６.２４％） 繰越金 

９７１千円（１０.１９％） 分担金及び 
負担金 
３１６千円 
（３.３１％） 

都市と松本広域との 
若者交流事業費 
６１０千円 
（８.７０％） 

広域イベント 
振興事業費 
１,８００千円 
（２５.６５％） 

２時間以内「特急あずさ」実現推進事業費 
２３４千円（３.３３％） 

ふるさと探訪事業費 
８０７千円（１１.５０％） 

広域物産展開催事業費 
６００千円（８.５５％） 

地域スポーツ 
交流事業費 
１００千円（１.４２％） 

ラジオ放送 
「アルプスの風」事業費 

１,２００千円 
（１７.１０％） 

歳出合計 
４,５０６,０９３ 
（千円） 

消防費 
４,２６３,１８９千円（９４.６１％） 

使用料及び手数料 
　６,９３９千円（０.１５％） 国庫支出金 

１６,７１２千円（０.３６％） 
財産収入 
４,１７６千円（０.０９％） 
繰入金 
５０,０００千円（１.０８％） 

広域連合債 
５２,８００千円（１.１５％） 

繰越金 
８９,４８７千円（１.９４％） 
諸収入 
３４２,２３８千円（７.４３％） 

公債費 
７６.７５５千円 
（１.７０％） 

議会費 
２,９７６千円 
（０.０７％） 
総務費 
６３,３７１千円 
（１.４１％） 
民生費 
９９,８０２千円 
（２.２１％） 

分担金及び負担金 
４,０４６,３４５千円 
（８７.８０％） 

歳入合計 
４,６０８,６９７ 
（千円） 

一般会計ふるさと市町村圏事業
特別会計

福
祉
・
地
域
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

福
祉
・
地
域
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

が
変
わ
る
た
め
、
要
介
護
度
が
変
わ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
よ
っ
て
違
い
は

あ
り
ま
す
が
、
要
介
護
度
が
重
く
な

る
こ
と
に
し
た
が
い
、
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
量
は
多
く
な
り
ま
す
が
、

自
己
負
担
額
も
増
え
ま
す
。

一
概
に
要
介
護
度
は
重
け
れ
ば
良
い

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

や
は
り
、
要
介
護
度
は
そ
の
方
に
適

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
な

の
で
す
。

◆
今
回
は
、
介
護
認
定
に
つ
い
て
の
よ
く
あ
る
質
問
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

●介護認定審査会

●障害程度区分
認定審査会

要支援1 
633件 
（4.4%) 

 要支援2 
2,527件 
（17.6%) 

 

要介護2 
3,121件 
（21.7%) 

 

要介護1 
2,101件 
（14.6%) 

 

要介護3 
2,770件 
（19.2%) 

 

要介護4 
1,772件 
（12.3%) 

 

要介護5 
1,452件 
（10.1%) 

 

自立 
15件 

（0.1%) 
 

審査件数 
計14,391件 

区分1 
26件 

（6.1%) 
 

区分2 
112件 

（26.5%) 
 

区分3 
76件 

（18.0%) 
 

区分4 
91件 

（21.5%) 
 

区分5 
83件 

（19.6%) 
 

区分6 
35件 

（8.3%) 
 

審査件数 
計423件 



●4

中
央
東
線
超
高
速
化

実
現
期
成
同
盟
会
の

解
散
に
つ
い
て

平
成
９
年
、
中
央
東
線
の
一
層
の
高
速
化
、

輸
送
力
の
強
化
及
び
安
全
性
と
利
便
性
の
向

上
を
目
指
し
て
、
中
南
信
の
行
政
・
民
間
団

体
で
設
立
し
、
松
本
広
域
連
合
長
が
会
長
を

務
め
る
「
中
央
東
線
超
高
速
化
実
現
期
成
同

盟
会
」
は
、
本
年
度
の
総
会
に
お
い
て
、
中

央
東
線
沿
線
自
治
体
や
関
係
団
体
が
大
同
団

結
し
て
「
中
央
東
線
高
速
化
促
進
広
域
期
成

同
盟
会
」
が
設
立
さ
れ
た
時
点
で
解
散
す
る

こ
と
が
議
決
さ
れ
て
お
り
、
去
る
１
月
３０
日
、

甲
府
市
内
で
、
長
野
・
山
梨
両
県
、
沿
線
自

治
体
と
経
済
団
体
な
ど
９１
団
体
が
参
加
し
て

新
組
織
が
発
足
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
当
期
成
同
盟
会
は
発
展
的
に

解
散
し
ま
し
た
。

今
日
ま
で

の
、
み
な
さ

ま
の
ご
尽
力

に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
新

組
織
へ
の
お

力
添
え
を
お

願
い
し
ま

す
。

『
な
が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
』

マ
ス
コ
ッ
ト
愛
称
募
集

な
が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
描
か
れ
て
い
る

長
野
県
の
形
を
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

平
成
20
年
３
月
１
日（
土
）〜
３
月
３１
日（
月
）ま
で

◆
募
集
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の「
な
が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
内
か
ら
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

※
愛
称
募
集
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、「
な
が
の
電
　

子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
内
の
マ
ス
コ
ッ
ト
愛
称
　

募
集
要
項
を
ご
覧
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

長
野
県
企
画
局
情
報
政
策
課
内

長
野
県
電
子
申
請
・
届
出

運
営
委
員
会
事
務
局

（
0
2
6
）―
235
―

7
0
7
2

◆
応
募
先
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://sh

in
sei.e-n

ag
an
o
.lg
.jp
/p
o
rtal/

●松本広域連合長賞（前回）
「初春のわさび田」

平成20年度に、松本広域圏フォトコンテストを下記の内容で実施する
予定です。（詳細は20年度に発表する応募要領をご覧下さい。）

１ 作品規格
(１) 白黒・カラープリント四つ切、A４プリント可
(２) 未発表作品に限る
(３) デジタルは、未加工データに限る
(４) 組写真不可
(５) 応募数 ひとり５点まで

２ 応募資格 どなたでも応募可能

３ 撮影場所、内容 松本広域圏９市町村（松本市、塩尻市、安曇野市、波田町、麻績村、生坂村、山形村、朝日村、筑北村）
内の風景、祭事、伝承芸能（花等のクローズアップ、人物、ペット等の写真は対象外）

４ 撮影期間 平成１９年秋～平成20年１０月末頃まで

５ 表 彰 等 応募要領でお知らせします

松本広域圏フォトコンテストのお知らせ

松本広域連合で
は、観光ホームペー
ジをリニューアルし
ます。

広域９市町村の観光情報を広く掲載したホーム
ページを開設しますので、いろんな情報を発見し
てみてください。開設時期は３月末です。

【地域発元気づくり支援金対象事業】

《URL》http://www.m-kouiki.or.jp/

ここを
クリック!

観光ホームページ
リニューアルの
お知らせ

観光ホームページ
リニューアルの
お知らせ



松
本
留
学
生
応
援
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
会（
会
長

小
森
愼
一
）で
は
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
と
の

交
流
等
を
目
的
と
し
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通

年
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

留
学
生
と
の
交
流
を
希
望
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー

（
家
族
・
個
人
）を
募
集
し
ま
す
。

【
年
会
費
】
●
2，
０
０
０
円
／
フ
ァ
ミ
リ
ー

【
申
込
み
】
●
随
時

【
問
い
合
わ
せ
先
】

●

松
本
市
役
所
広
報
国
際
課

（

0
2
6
3
）

34
―

3
0
0
0

内
線
１
１
４
１

生
坂
村
農
業
公
社
で
は
、約
10
ha
の
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
で
い
ち
ご
を
土
耕
栽
培
し
、
毎
年

３
月
か
ら
５
月
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
か

け
て
い
ち
ご
狩
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
お
客
様
に
ご
来
園
い
た
だ
き
美
味

し
く
実
っ
た
新
鮮
な
も
ぎ
た
て
の
味
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
高
設
栽
培
も

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
車
椅
子
の
ま
ま
い

ち
ご
狩
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
も
で

き
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
園
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

【
入
園
料
】

●

大
人（
中
学
生
以
上
）

１，
2
０
０
円

●

子
供（
3
歳
〜
小
学
生
）

8
０
０
円

※
２
歳
以
下
は
無
料

【
営
業
時
間
】

●

土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日

10
時
〜
１５
時

【
完
全
予
約
制
】
（

0
2
6
3
）

69
―

3
4
3
1

桑
の
葉
で
、
室
内
で
飼
う
カ
イ
コ
を
家
蚕

と
呼
ぶ
の
に
対
し
て
、
屋
外
で
飼
育
す
る
絹

糸
昆
虫
を
野
蚕
と
呼
び
ま
す
。
天
蚕
は
そ
の

野
蚕
の
仲
間
で
す
。

天
蚕
の
繭
糸
は
淡
緑
色
で
す
。
天
蚕
糸
は
独

特
の
光
沢
と
優
美
な
風
合
い
を
持
ち
、
そ
の
希

少
性
か
ら
「
繊
維
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

安
曇
野
市
天
蚕
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
の
二

百
年
に
亘
る
天
蚕
飼
育
の
歴
史
や
生
態
を
、

ビ
デ
オ
上
映
と
昔
な
が
ら
の
機
具
や
資
料
に

よ
り
紹
介
し
て
い
ま
す
。
手
織
り
機
の
実
演

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。（
要
確
認
）

●
天
蚕
セ
ン
タ
ー
（
0
2
6
3
）83
―

3
8
3
5

筑
北
村
で
は
、
４
月
か
ら
開
園
し
ま
す
市
民
農

園
（
100
平
方
メ
ー
ト
ル
10
区
画
、
50
平
方
メ
ー
ト

ル
10
区
画
）
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
貸
付
期
間
】

●
一
年
間

【
利
用
料
】一
区
画
当
た
り

●
100
平
方
メ
ー
ト
ル

3，
０
０
０
円

●
50
平
方
メ
ー
ト
ル

1，
5
０
０
円

【
申
込
方
法
】

●
「
農
園
利
用
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
筑
北
村
役
場
産
業
課
へ
お
願
い

し
ま
す
。

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
い
募
集
内
容
等

が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
詳
細
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
先
】

●
筑
北
村
産
業
課
　
農
政
係

（
０
２
６
３
）６７
―

2
0
0
2

市
町
村
情
報

●5

◆
農
業
公
社
い
ち
ご
狩
り(

生
坂
村)

◆
天
蚕
セ
ン
タ
ー(

安
曇
野
市)

◆
市
民
農
園
利
用
者
募
集(

筑
北
村)

◆
海
外
か
ら
の
留
学
生
と

交
流
し
ま
せ
ん
か(

松
本
市)



長野県消防広域化推進計画が策定、公表されました
～ 平成１８年の消防組織法の一部改正をうけ、長野県は平成２０年１月１６日付けで
「長野県消防広域化推進計画」を策定し公表しました。～

●長野県消防広域化推進計画の概要●

◆消防の広域化の目的
災害の大規模化や複雑化、住民ニーズの多様化
など消防を取巻く環境の変化に的確に対応でき
る市町村の消防体制の整備及び確立を図ること
を目的としています。

◆広域化対象市町村
・広域化対象市町村は県内すべての市町村
（すべての消防本部）を広域化の対象としています。
・広域化対象市町村の組合せ　
東北信エリア、中南信エリアを管轄する２つの消防
本部体制を推進することとしています。

《東北信エリア…佐久地域、上小地域、長野地域、
北信地域》

《中南信エリア…諏訪地域、上伊那地域、飯伊地域、
木曽地域、松本地域、大北地域》

◆推進計画に基づく広域化の推進　
広域化対象市町村の協議により、平成24年度末までに広域化が実現できるよう、県として必要
な援助を行っていくこととしています。

＊消防団は広域化の対象ではありません。従来どおり市町村ごとの設置となります。

●6

長野県消防広域化推進計画が策定、公表されました

東北信エリア

中南信エリア

●二つの消防本部の管轄図●

◆松本広域消防局（松本広域連合）は、

現在も松本広域圏を一体化した常備消防体制により、圏域住民の皆さんの安全・安心
の確保を図っております。この度の「長野県消防広域化推進計画」の策定をうけ、今
後、広域化対象市町村（中南信49市町村）の協議により
「広域化後の消防の円滑な運営を確保するための計画」
（広域消防運営計画）の作成が進められることとなりますが、
松本広域連合では今後も機会を捉え、圏域住民の皆さんに、
消防の広域化についてお知らせしてまいります。

※『長野県消防広域化推進計画』など詳しくは、長野県の
ホームページ等をご参照ください。
（http://www.pref.nagano.jp/）



消
防
局
で
は
平
成
14
年
３
月
、
国
か
ら
テ

ロ
対
策
用
資
機
材
の
貸
与
を
受
け
特
殊
災
害

対
応
隊
を
発
足
、
芳
川
消
防
署
に
配
置
し
て

い
ま
す
。

災
害
時
の
対

応
を
迅
速
か
つ

的
確
に
行
う
た

め
、
生
物
剤
・
化

学
剤
等
の
物
質

検
知
、
除
染
等

の
訓
練
を
定
期

的
に
実
施
し
、

災
害
に
備
え
て

い
ま
す
。

松
本
広
域
圏
に
お
け
る
火
災
出
動
件
数
は
、

２
０
６
件
で
前
年
と
比
べ
１
８
件
増
加
し
て
い
ま

す
。火

災
種
別
で
見
ま
す
と
建
物
火
災
が
全
体
の

半
数
以
上
を
占

め
、
次
い
で
、

そ
の
他
火
災
・

車
両
火
災
林
野

火
災
の
順
と
な

っ
て
い
ま
す
。

平
成
１９
年
中
の
火
災
出
動
状
況

松
本
広
域
圏
に
お
け
る
救
急
出

場
件
数
は
、
１
４,
６
６
８
件
で
、
前

年
比
１
０
３
件
（
0．
7
%
）
増
加
し

て
い
ま
す
。
事
故
種
別
で
は
急
病

５
９．
７
%
、
一
般
負
傷
１
２．
２
%
、

転
院
搬
送
１
２．
０
%
、
交
通
事
故

１
１．
５
%
の
順
と
な
っ
て
お
り
、

急
病
が
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い

ま
す
。

１
日
あ
た
り
の
出
場
件
数
は
約

４
０
件
と
な
り
、
圏
域
住
民
の
約

３
０
人
に
１
人
が
搬
送
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

●7

林野火災 2件 

車両火災 
21件 

その他火災 
70件 

建物火災 
113件 

全206件 

その他火災 
70件 

急   病 
8,759件 
（59.7%） 交   通 

1,692件 
（11.5%） 

病院転送 
1,762件 
（12.5%） 

一般負傷 
1,788件 
（12.2%） 

その他 
（労災・運動・加害・自損等） 
667件（4.5%） 

14,668件 

火災種別発生状況

市町村別火災発生状況

市町村別出場件数

事故種別件数

市 町 村 別

総 数

松 本 市

塩 尻 市

安 曇 野 市

波 田 町

市 町 村 別

麻 績 村

生 坂 村

山 形 村

朝 日 村

筑 北 村

件 数

206

111

48

33

3

件 数

4

0

3

1

3

市 町 村 別

総 数

松 本 市

塩 尻 市

安 曇 野 市

波 田 町

麻 績 村

市 町 村 別

生 坂 村

山 形 村

朝 日 村

筑 北 村

長 野 道

件 数

14,668

8,302

1,982

3,151

380

210

件 数

69

191

85

207

91

出場中!

◆
平
成
19
年
中
の
救
急
出
場
状
況

特
殊
災
害
に
備
え
て

特
殊
災
害
に
備
え
て



平
成
二
十
年
三
月
発
行
第
十
九
号
　
編
集
・
発
行
／
松
本
広
域
連
合
　
住
所
／
松
本
市
大
手
三
丁
目
八
番
十
三
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
刷
／
株
式
会
社
綜
合
印
刷

この広報紙は再生紙を使用しています。

◆「携帯電話発信地表示システム」◆
通報者の位置が自動的に通信指令課「指令台」の電子
地図上に表示される装置です。

● システム導入

・ 災害地点の確定時間短縮
（被害の軽減、救命率の向上）

・ 目標となる建物等が少ない場所でも対応可能
（中山間地や畑・果樹園等）

＊注意事項＊ 携帯電話に「GPS」機能が搭載されていない場合、位置情報の精度が下がります。

●8

・・・携帯電話発信地表示システムの仕組み・・・
屋外からの通報で、住所不案内の場合、大変効果的です！

GPS測位方法の場合

◆松本広域消防局では、携帯電話からの119番通報に対応するため
「携帯電話発信地表示システム」を導入することとなりました。
（平成20年10月運用開始予定）

＊ 平成19年送受信件数　　21,705件　

（内）携帯電話受信件数　 5,405件（全体の25％）

「携帯電話からの119番通報で発信位置が分るようになります」


